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巻頭言  研究所報第 4 号の発刊に当たって 

済生会保健・医療・福祉総合研究所 

所長 炭谷 茂

ここに済生会総合研究所所報第 4 号を発刊できますことは大変嬉しく思います。 

済生会総研は、平成 29 年 2 月 25 日に発足し、7 年余が経過しました。 
この間新型コロナ感染が令和 2 年 2 月に国内で始まり、その後猛威を振るいました

が、日本の政治や行政では新型コロナ対策が最大の課題でした。本研究所でも重点的に

研究を行い、前号では新型コロナに関する研究について特集を組み、発刊しました。

新型コロナは、いずれ終息していきますが、新型コロナの蔓延と時期を合わせ、世界

の歴史は大きく変化しました。変化は、国際政治、経済、社会、文化、科学技術等あら

ゆる分野に及んでいますが、今が、歴史の転換期であることを表していると思います。 
この中にあって医療、介護、福祉など本研究所の研究対象も同様であります。少子超

高齢社会の到来、世帯の縮小、医学の著しい発展、AI をはじめ情報化の進展、財政構造

の悪化、人手不足などにより私たちが経験したことのない事態が次々に発生しています。

そのうえその変化のスピードは、大変早いです。

このためこれらに対する対策は、前例のないものになり、英知を結集し、解を求めて

の研究が必須であります。まさに本研究所は、この役割を率先して担っていきたいと思

います。

今回第 4 号は、本研究所の研究者が最近まとめた研究論文でありますが、いずれも現

場での経験を踏まえた実践的な内容になっています。済生会のみならず多くの関係者の

参考になれば幸いであります。
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